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About the living environment has been made database, and a variety of environmental stimuli are been 
evaluated. And there is a geographic information system map of the mapping of such information. "Noise Map" 
that exists in the map shows information about the noise in these maps. However, the information in this map is 
the only car noise, it is not convenient. In addition, in recent years, problems with low-frequency sound has 
been talked about. So, the author began to research for the purpose of the creation to noise maps that contain 
the following items. To measure not only for traffic noise, but also for residential areas and shopping streets.     
Showing the frequency characteristics of each. To target low-frequency sound. Therefore, this map will be able 
to be used in a variety of noise control. 
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１． はじめに 
現在騒音が生活に与える影響は小さくない。そんな中、
幹線道路の交通騒音を検索できる「自動車騒音の常時監
視システム」が環境 GIS に存在する。このシステムは全
国の幹線道路の騒音レベルを検索できる騒音マップとな
っている。 
しかしこの「自動車騒音の常時監視システム」では幹
線道路以外の用途地域は対象にされていない。 
そして人の感覚補正が掛かっている騒音レベルでしか
表示されないため地点評価には供しない。そこで、騒音
対策には不十分と判断し、新しい騒音マップを作成し、
騒音の発生源の特定等に利用できるかを検討する。 
 
２． 新しい騒音マップの計画案 
（１）現在の騒音マップの問題点 
はじめに「自動車騒音の常時監視システム」の騒音マ
ップとしての問題点を挙げていく。 
・幹線道路のみで住宅地域や商業地域等の用途地域が
掲載されていない。 
・人間の感覚補正の入った騒音レベル(dBA)しか掲載さ
れておらず、音の純粋な大きさである音圧レベル
(dBF)が不明である。 
大きく分けてこの 2 点である。 
（２）新しい騒音マップの計画案 
(1)における問題点から新しい騒音マップのねらいを
以下のように設定する。 
住宅地域や商業地域など幹線道路以外の用途地域を騒
音マップに含める。 
騒音レベル（dBA）だけではなく、音圧レベル(dBF)も
検索できるようにする。 
さらにより実用的な騒音マップを作成するために用途
地域ごとの周波数特性や発生源の特定が出来るようにす
る。 
そこで 
・発生源の特定を容易にするために周波数特性ごとの
音圧レベル、騒音レベルを掲載する。 
 という条件も含め、新しい騒音マップを作成していく。 
 
３． 騒音マップ作成の為の実測計画 
（１）計測地の選定 
騒音マップを作成する上で計測値を選定する。複数の
用途地域を調査しそれぞれの周波数特性を明らかにする。 
初めての試みとして今回の測定では限られた領域に複
数の用途地域が含まれる神楽坂を対象とした。 
計測点は全 52 地点とする。 
 
（２）測定時間帯 
騒音規制法 1)で規定されている時間区分が「昼間」、
「夜間」になっているが神楽坂では昼夜の時間変動の特性
が用途地域で異なる可能性がある。そのため本報では「昼
Hosei University Repository
間」の代表地が 17～19 時（本報では「夕刻」と記載）「夜
間」の代表値を人通りの最も少ない深夜 3～6 時（本報で
は「未明」と記載）として実測を行う。 
（３）計測量 
周波数解析を行うことに主眼を置き聴感補正無しの F
特性を採用する。また解析の後、周波数ごとに人間の聴
覚に合わせた補正（A 特性）の考察を行うものとする。 
（４）計測器の構成 
今回の実測では騒音計には JIS C 1509-1 に定める普通
騒音計（RION NL-22）を使用する。データレコーダは
RION DA-20 を使用する。 
（５）時間重み付け特性 
低周波数音域（20Hz 近傍程度）まで実測の対象とする
が、用いる騒音計は普通騒音計であるため時間重み特性
F（時定数 0.125 秒）で測定を行う。 
（６）周波数補正 
前述のとおり、周波数分析を行うことが目的の為 F 特
性で実測を行う。 
 
４． 実測の解析結果と考察 
（１）解析方法 
解析においては実測で使用したデータレコーダ DA-20
に記録された波形データをコンピュータにより解析を行
う RION-DA20PA1 を使用する。 
解析は検討の結果 3 分間のデータをストア間隔
200msec・ストア個数 900 で解析するものとする。 
（２）全計測点の解析結果 
解析結果は等価騒音レベル Leq とし全解析結果をグ
ラフにまとめたものを掲載する。 
 
 
図 1 計測点全 52 地点の周波数特性：夕刻 
 
図 1 は F 特性での全観測点 52 地点の夕刻の音圧レベ
ルのグラフである。 
測定範囲内に用途地域は商業地域、近隣商業地域、第
一種住居地域、第一種中高層住居専用地域の用途地域に
分類される。 
そのためか地点によっての音圧レベルの差が顕著に表
れている。 
 
 
図 2 計測点全 52 地点の周波数特性：未明 
 
図 2 は F 特性での全観測点 52 地点の未明のグラフで
ある。 
人間が活動していない時間帯のためか地点によって発
生している音圧レベルの大きさが夕刻よりさらに顕著に
表れている。 
（３）解析結果の分類 
全 52 地点の解析結果を計測点の用途地域ごとに分類
していく。本報ではすべてのグラフを掲載することはで
きないため一例として未明での F 特性の用途地域ごとの
グラフを掲載する。 
 
 
図 3 商業地域 
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商業地域は人通りや交通騒音、設備機器の影響の為か
音圧レベルが大きい地点が多い。 
 
 
図 4 商業地幹線道路近傍 
 
図 4 は商業地域内の幹線道路を抜粋したものである。 
商業地域と比較したとき交通騒音が大きいためか音圧レ
ベルが大きい地点が多い。 
 
 
図 5 近隣商業地域 
 
 近隣商業地域は今回の計測地域の範囲内に２点しか
存在していない。 
２点とも幹線道路近傍の為か音圧レベルが大きい。 
 
 
図 6 第一種住居地域 
 
商業地域などと比較すると音圧レベルの小さい地点が
多いが地点５２では第一種住居地域の中では特徴的な周
波数特性の音圧レベルが発生している。 
 
図 7 第一種中高層住居専用地域 
 
第一種中高層住居専用地域は地点２３では特徴的な周
波数特性が見られる。 
商業地域、近隣商業地域では音圧レベルが大きいが第
一種住居地域、第一種中高層住居地域でも音圧レベルが
大きい地点が存在していることが分かる。 
 
５． 用途地域ごとの特性 
（１）商業地域 
この章では標準偏差のグラフを用いる。 
 
 
図 8 商業地域標準偏差 
 
 商業地域では夕刻、未明ともにグラフがほぼ同一で
あり時間帯を問わず同じ程度の騒音が発生している。 
（２）商業地域幹線道路近傍 
 
 
図 9 商業地域幹線道路近傍標準偏差 
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 商業地域の幹線道路近傍では平均値が夕刻より未明
の騒音レベルが大きい。 
（３）近隣幹線道路 
近隣商業地域では計測地域の中では測定点が 2 点しか
ないため平均値の時間帯ごとの比較となっている。 
 
 
図 10 近隣商業地域平均 
 
近隣商業地域では夕刻の平均値が未明よりも大きい。 
 
（４）第一種住居地域 
 
 
図 11 第一種住居地域標準編差 
 
 第一種住居地域では時間帯での平均の差が大きく、夕
刻と未明では発生源が異なっていると想定される。 
（５）第一種中高層住居専用地域 
 
 
図 12 第一種中高層住居専用地域標準偏差 
 
 第一種中高層住居専用地域では時間帯での平均、上限、
下限の差が大きくそれぞれの時間帯での発生源が異なっ
ていることが分かる。 
６． 発生源の予想 
 
 
図 13 予想発生源の測定地 
 
図 13 では商業地域の中でも大きい音圧レベルの発生
していた地点２か所と図 6、図 7 でそれぞれ最大値を示
している第一種住居地域と第一種中高層住居専用地域の
地点を地図上に示したものである。 
なお、これ以降は人体への影響を考慮し A 特性を採用
する。 
この４地点の音圧レベルの再度計測し、発生源の予想
を考察する。 
なお商業地域である地点１と地点２は両地点と商業地
の最大値、平均値を比較していく。 
（１）地点 1、2 での考察 
地点 1 と地点 2 では発生源の特定は出来た。 
 
 
図 14 地点 1、2 と最大値、平均値との比較：夕刻 
 
 
図 15 地点 1、地点 2 と最大値、平均値の比較：未明
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図 14 の比較からゲームセンターで計測された音圧レベ
ルは最大値と同傾向なグラフであり発生源と予想する。 
a）地点３での考察 
地点３での予想発生源は下水、室外機、設備機器である。 
 
 
図 16 予想発生源と最大値、最小値の比較：夕刻 
 
 
図 17 予想発生源と最大値、平均値の比較：未明 
 
図 16 より料亭室外機の周波数特性は夕刻での第一種
住居地域の最大値とほぼ同じ周波数特性を示しており、
発生源であると予想できる。 
（２）地点４での発生源の予想 
地点４では住宅設備機器と空調の音を計測できた。 
 
 
図 18 予想発生源と最大値と平均値の比較：夕刻 
 
図 18 より第一種中高層住居地域の最大値と平均値と
の比較では住居設備機器の周波数ごとの騒音レベルが平
均値と同じ傾向であり最大値の周波数特性とは別の周波
数特性であることがわかる。 
このことから第一種中高層住居専用地域の夕刻では最
大値の発生源は地点４ではないことが判明する。 
 
 
図 19 予想発生源と最大値、平均値の比較：未明 
   
 図 19 から未明での第一種中高層住居専用地域の最大
値を地点４の住居から発生する騒音レベルが超えている
ことが判明した。この地点では計測の際、低く唸るよう
な音が聞こえていた。その音が発生源の可能性がある。 
 商業地域では未明に地点４で計測されたような周波数
特性が発生していることはあるが住宅地でしかも未明に
今回のような周波数特性が計測されることはあまりない。 
 Ａ特性で 63Hzの周波数で 40dBを超える騒音レベルが
発生している。これは F 特性のときに大きな音圧レベル
が発生している。 
このことから地点４では低周波数騒音が発生している
可能性が考えられる。 
（３）考察まとめ 
以上のことから神楽坂から発生している騒音レベルの
発生源の予想を立てることが出来た。 
このことからさらに詳細な計測を行えばより精度の高
い騒音の発生場所の特定、発生源の予想などを立てられ
るのではないか。 
 
７． 騒音マップの作成 
解析の結果を神楽坂の用途地域別にＡ特性・F 特性に
分け、周波数特性ごとに分類した地図に反映していく。 
この騒音マップは現在の騒音マップにはない幹線道路
以外の用途地域を記載し、A 特性・F 特性それぞれの周
波数特性ごとの騒音レベル・音圧レベルを反映させるこ
とにより実用的な利用方法が可能な騒音マップとなって
いる。 
なお騒音マップをすべて掲載することは紙面の制約上
できないため、一例として夕刻の騒音マップを F 特性、
A 特性の 31.5Hz、63Hz、125Hz で比較する形で掲載する。 
今回の計測では夕刻時に地点 18 でのデータを計測で
きていなかったため、夕刻での地点 18 のデータは欠損
となっている。 
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 図 20 F 特性、31.5Hz：夕刻 
 
 
図 21 Ｆ特性、63Hz：夕刻 
 
  
図 22 Ｆ特性、125Hz：夕刻 
 
図 20、21、22 は F 特性での夕刻の騒音マップである。 
図 23、24、25 は F 特性のグラフに A 特性の補正を掛
け騒音マップに反映した騒音マップであり、それぞれの
周波数ごとに F 特性、A 特性での比較が可能となってい
る。 
 
 
図 23 A 特性、31.5Hz：夕刻 
 
 
図 24 A 特性、63Hz：夕刻 
 
 
図 25 A 特性、125Hz：夕刻 
 
F 特性の騒音マップから幹線道路以外の用途地域から
も大きい音圧レベルが発生していることが分かる。 
F 特性では 30dB 以上の差があっても A 特性ではすべ
て 30dB 以下になってしまい実際にはどれほどの騒音レ
ベルの差が生じているのかが分からなくなってしまう。
このことから用途地域、A 特性・F 特性での表示を欠か
すことはできない。 
 
８． 結論 
新しい騒音マップを検討する上で幹線道路以外の用途
地域を記載し、A 特性・F 特性ごとに周波数ごとにレイ
ヤー分けをすることで詳細な騒音の発生場所の限定など
が可能となり、周波数特性から騒音源の特定が容易にな
る。さらに用途地域での騒音レベルが分かれば建物を建
てる際に騒音対策を立てやすいなどの利点が生まれる。 
以上のことから新しい騒音マップは現在の騒音マップ
にはできない実用的な利用方法が可能となる。 
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